
［標準様式例４-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和8年9月18日

契 約 業 者 名 応用地質(株)　東京支社

契 約 業 者 の 住 所 埼玉県さいたま市北区土呂町２丁目６１番５号

業 務 の 名 称 Ｒ７湯西川ダム基礎地盤調査解析業務

業 務 場 所 栃木県日光市西川地先

業 種 区 分 地質調査業務

履 行 期 間 （ 自 ） 令和8年4月21日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和8年12月18日

変 更 前 の 契 約 金 額 44,990,000円(税込)

変 更 金 額 +5,005,000円(税込)

変 更 後 の 契 約 金 額 49,995,000円(税込)

（　第１回　、最終　）契約変更の内容

岩盤ボーリング　２２．５ｍ、孔曲がり測定　２回、ボアホール
スキャナー観測 ２２．５ｍ、ルジオン試験　１式、湧水圧試験
１式、地下水位観測　１式、総合解析　１式、基礎排水孔　１
式、水質分析　１式、計画準備　１式、現地踏査　１式、資料収
集整理　１式、解析等調査　１式、基礎岩盤解析　１式、関係機
関協議資料作成　１式、報告書作成　１式

令和８年７月９日に国土技術政策総合研究所と協議を行った。協
議の結果、国土技術政策総合研究所より、漏水経路の確認を目的
とした機械ボーリングについて、貯水位が高い時期に調査するこ
と、コア採取率の向上させることなど助言をいただいたことから
調査計画案を見直したことから変更する。
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